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背景・目的/  
なぜ特許庁はデザイン経営を実践したのか？ 
 
実施内容/ 
どんなことを行ったのか？ 
 
振り返り/  
なにがポイントだったのか？ 
 
成果/  
どんな成果がもたらされたのか？ 
 
今後/  
これからの活動は？ 
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特許庁  
デザイン経営プロジェクト 
プロジェクトチーム長  

 今村 亘 

特許庁  
デザイン経営プロジェクト 
統括チーム 

外山 雅暁 

株式会社ロフトワーク 
シニアディレクター 

原 亮介 

自己紹介  



なぜ特許庁は 

デザイン経営を 

実践したのか？ 



2019年版　特許行政年次報告書より 

日本の特許出願件数の推移 5大特許庁の特許出願件数の推移 



2019年版　特許行政年次報告書より 

日本の意匠登録出願件数の推移 5大特許庁の意匠登録出願件数の推移 
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ブランド構築に資する 
デザイン 

Design for Branding 

イノベーションに資する 
デザイン 

Design for Innovation 

デザイン経営の効果 
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ブランド力向上 + イノベーション力向上 = 企業競争力の向上 



どんなことを 
行ったのか？ 
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特許庁は、「デザイン経営」のための具体的取組のうち、①、③、④、⑤、⑥に取り組みました。 



あ	特許庁デザイン経営プロジェクトチーム組織図（2018年8月9日～） 
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特許庁長官 
 

CDO（特許技監） 
 

デザイン経営プロジェクトチーム 

国内チーム 
 

海外チーム 
 

U Iチーム 
 

広報チーム 
 

事務局（総括チーム） 
 

プロジェクトチーム長 
 

サービス･ブランディング 
 

中小・ものづくり 
 

スタートアップ 
 

万博チーム 
 

2019年7月～ 
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ダブルダイヤモンド 

理
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す
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観
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す
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を
得
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想
を
得
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試
作
品
を
作
る 

検
証
す
る 

正しい課題を発見・定義する  　　　正しい解決策を創造する 

解
決
策 

課
題 
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なにがポイント 
だったのか？ 



1.  心構え/マインドセット 

 

2. 環境/プロジェクトルーム 
 
 
 
 
 
 
 

3. 理想像/ビジョン 
 
 
 
 
 
 
 

4. 未知の課題/インサイト 
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CHAPTER 01 

『デザイン経営』宣言」の要点
15
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国内スタートアップチーム
VISION

事業戦略に知財支援で貢献する
新しいビジネスモデルで急成長を目指す企業が
対象。大企業のように知財部を置けない段階の彼ら
にできる支援とは？

海外チーム
VISION

海外企業を手助けし出願件数を増やす
他国の主要な特許庁と比べても、近年、海外企業か
らの出願比率が減少傾向。まだ接点が少ない海外
企業にどんな利点を提供できるか？

UIチーム
VISION

孤独な知財担当者を助ける
他チームの解決策をUIの視点から横断的に支援
するチームとして結成。UIの観点から何が改善で
きるか？

国内中小・ものづくりチーム
VISION

ものづくり企業の知財活動を活性化する

企業のうち99.7％を占める中小企業のなかでも、
ものづくり企業に焦点。彼らを手助けできる解決策
とは？

広報チーム
VISION

こどもに創造性の本質を伝える

わかりにくい、馴染みが薄いとされる特許庁。
ユーザーとのコミュニケーションで、どんな価値を
提供できるか？

国内サービス・ブランディングチーム
VISION

無知のリスクを解消する

企業のブランド形成にとって重要となる意匠・商標
に焦点。まだ発見できていない課題やニーズは
何か？
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こどもを対象にした広報チームで
は、わかりやすい紙芝居形式のボー
ドを作成して、こどもの素直な言葉
を引き出しました。

数多くインタビューをすることが困難
だった海外チームは、少数のユーザー
を深く知る方法を実践。先方の要望
を聞きつつ、なぜを繰り返し、本質的
な課題に迫りました。
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ステップ

インタビュー対象の選定
「誰」が「何」に困っているか？という
視点から、ユーザー仮説と課題仮説
を設定し、インタビュー対象を選定し
ました。

インタビュー項目の準備
貴重なインタビューの機会を最大限に
生かすため、事前に聞き出したいこと
を書き出しました。

インタビューの実行
インタビューは、深い情報を得られる
ように1時間程度の時間を設定。イン
タビューする者と記録する者は別に
し、インタビューする者がユーザーとの
対話に集中できるようにしました。

まとめ
インタビューの記憶が鮮明なうちに
振り返り、メモでは落ちてしまいがちな
文脈も記録するよう心掛けました。

STEP 01

ユーザー・インタビュー



どんな成果が 
もたらされたのか？ 



UI（ユーザーインターフェイス）チーム 
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「拒絶理由通知」でのつまづきを スマホで解消するサポート 
多くのユーザーが受け取って困惑する「拒絶理由通知書」にQRコードを付与し、 ユーザーの思考の流れに
沿って対応方法をわかりやく紹介するサポートページに、容易にアクセスできるようにします。 

※画像はイメージです 



2018年12月「スタートアップ知財戦略」のためのポータルサイト“IP  
BASE”を開設。情報支援を開始したが、今回発見したユーザー課題
は「スタートアップを理解する知財人材に出会えない」ことだった。 

そこで、企業内の知財人材や弁理士のプロボノ、副業を活性を促し
た上で、知財人材とマッチングできる会員限定のサービスを企画。 

国内 スタートアップチーム 

Ø  スタートアップが「まず見るサイト」 
Ø  知財専門家と「つながるサイト」 

知財人材のプロボノ・副業支援 会員
限定の人材マッチング 
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広報チーム 

こども向けイベント　ジュニアイノベーションフェスの開催（国立科学博物館、特許庁） 

知財の知識を知ってもらうよりも先に、子供達には創造の喜びを知ってもらうことが必要と考え、 
イベントを企画。プロトタイプを作って子供にヒアリングをするなどして企画を練り上げた。 
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A
  

海外チーム 

テクノロジーで出願コストを削減 

「特許にならないものに翻訳コストをかけたくない」
というユーザーの課題はこれまでも認識していたが、
今回発見したのは、「特許になることが予見できれば
翻訳コストはいとわない」というもの。 
この課題に気付けたことにより、課題解決の具体的な
アイデアが、芋づる式に出ることになった。 

•  米国、欧州の二カ国全てに出願している特許出願を対象。 
•  黄色は「日本への出願なし」の出願件数及び出願比率、青色は
「日本への出願あり」の出願件数及び出願比率。 

外国企業にとっての日本の位置づけ 
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米国ソフトウェア企業 
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・「デザイン経営プロジェクト」レポートを取りまとめました 

・研究会報告書「デザイン経営」宣言 
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これからの活動は？ 


